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このたび、令和6年4月1日より吉井
栄子前看護部長の後任として看護
部長を拝命いたしました小粥 美香
（こがゆ みか）と申します。歴史と伝統
をもつ病院で責任ある役職に就くこと
となり、大変光栄に思っております。
着任に際し、まず、先の能登半島
地震で犠牲となった多くの方々のご
冥福をお祈りするとともに、被災され

た方々に心からお見舞い申し上げます。ご親族や友人が被災さ
れた方々のご心痛もいかばかりかと思います。そして、被災地の
復興に力を注いでいる方 に々心より敬意を表したいと思います。

私は、昨年度まで当院の看護師長として勤務しており、勤務も
20年をこえてまいりした。20年の勤務で、病棟・外来・手術室など
多くの場所を経験できたことは、私にとって大きな財産になってい
ます。多くの経験をさせていただいている中で、特に感染症に興
味を持ち学ぶ機会もいただき、ここ10年ほどは病院の感染制御
部で感染担当看護師も兼務しておりました。その時代に応じて啓
発や対策をおこなってきましたが、ここ５年間はCOVID-19の対応
であっという間に過ぎていきました。
昨年の5月よりCOVID-19が5類感染症に分類されて、世の中

に少しずつ日常が戻り、観光客も増えてきました。病院も同じ時期
より徐々に制限が緩和され、以前に近い診療になってきました。こ
の５年間、多くの患者さんやご家族にはご不便をおかけしました。
皆様のご協力により診療形態を縮小することなく維持できたの

はとてもうれしく思っています。
当院の職員が安心して業務にあたることができた要因の一つ

に、東京大学医科学研究所の協力があります。早期にサージカル
マスクの有用性、消毒方法の情報や物資不足時の提供など多く
の協力を頂けたことが、病院だけでなく医科学研究所一丸となっ

 て乗り越えることにつながったのだと思います。また、近隣の皆
様より温かい励ましのお言葉、マスクなどの衛生材料の提供、レス
トランからの食事の提供など多くのご支援・ご協力を頂きました。こ
の支援に私ども職員は先の見えない中で、力となり頑張ることが
できました。こころよりお礼申し上げます。

当院は、先端医療を開発し実践する使命をもつとともに、地域
住民の健康を守る一般病院としての機能も合わせもっています。
今後もCOVID-19のような危機がおきても医療を止めることなく提
供することで、この地域に貢献したいと思っています。

1号館入口のステンドガラスを見上げると医科研の歴史を強く
感じます。歴史に恥じないよう看護師ひとりひとりが学び続け、疑
問を持ち考え検索し、やってみる。力を合わせ、力を引き出す、誇り
を持つことを大切にしながら、患者さんに寄り添った看護を実践し
「看護の力でアウトカムに差を出す」ことを目指してまいります。

看護部長としていっそう看護の充実を図るため、看護師教育
の充実、職場環境の改善に努めたいと思います。どうぞ、忌憚な
いご意見、ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

（↘）

（↘）

東京大学医科学研究所附属病院・ご利用案内
診　療　科
内　科（総合、血液腫瘍、感染症、アレルギー・免疫、消化器）
外　科（一般、腫瘍、消化器、乳腺）、整形外科（関節）
脳腫瘍外科、放射線科、麻酔科、遺伝相談

外来診療日
月曜日～金曜日（祝日および年末年始を除く）
診療受付時間
　８：３０～１１：３０（初診・再診）
１２：３０～１６：００（再診のみ）
※予約時間の１５分前までに受付にお越しください。
（ 確実にご受診いただくために、ぜひ予約をお取りください ）
予約専用電話（予約受付および変更）
　診察：０３－５４４９－５５６０
　検査：０３－５４４９－５３５５
　受付時間　８：３０～１７：００（外来診療日のみ）
アクセス

東京メトロ南北線・都営地下鉄三田線で「白金台駅」下車
JR 山手線目黒駅東口から都バス品93大井町競馬場行で「白金
台駅」下車、
あるいは都バス黒77千駄ケ谷行か橋86新橋駅行で「東大医科研
西門下車」、
または駅より歩いて約15分、タクシーで約５分（１メーター）
JR 品川駅から都バス品93目黒駅行で「白金台駅」下車
東京メトロ日比谷線広尾駅から都バス広尾橋から黒77
または橋86目黒駅行で「東大医科研病院西門」下車

東京大学医科学研究所
附属病院
表門より200m
西門より250m

◆病院からのお知らせ◆
●臨床検体の取扱いにつきまして
　当院での保存・追加採取検体を用いた臨床研究名を
お知りになりたい方は
　http://www.ims.u-tokyo.ac.jp/imsut/jp/research/sample-information.html
をご覧ください。

看護部長就任にあたって
　　　　  　　　　　　 看護部長　小粥　美香

なんでも・ひろばなんでも・ひろば

医科学研究所は明治39年に現在の地に新築されましたが、当
時は“国立伝染病研究所”と呼ばれていました。昭和42年に“医
科学研究所”に改組され、附属病院が誕生しました。感染免疫内
科が内科から独立したのは昭和56年です。その後現在に至るま
で感染症は当院における診療の柱の一つです。
感染症を起こす微生物は細菌・ウイルス・真菌（かび）・寄生虫な
ど様々です。感染免疫内科の設けられた頃はさまざまな細菌が
問題になっていましたが、昭和60年以来ヒト免疫不全ウイルス
（HIV）感染症が大きな問題になり、当院はその診療に全国に先
駆けてあたってきました。
感染症やその原因となる様々な微生物の研究者が医科学研
究所には数多くおられます。これまでも研究所と病院が協力して
診療・研究を進めてきましたが、その経験は新型コロナウイルス感
染症（COVID-19）の診療に生かされました。患者さんの診療に

役立つ研究・検査の開発・臨床試験などが多くの人の協力で
進みました。医科学研究所附属病院では現在まで1000人近くの
患者さんを受け入れましたが、これまで外来・病棟を閉鎖すること
なく診療を続けることができたのは患者さんたちを含めた病院の
皆様の協力のおかげと深く感謝しています。
COVID-19の流行は感染症の予防、ことに予防接種（ワクチ
ン）の大切さを私たちに改めて教えてくれました。また、子宮頸が
ん、肝臓がんなどは、ワクチンによる感染予防ががんの予防にもつ
ながる病気です。６月20日の市民医療懇談会では、“がんを引き起
こす感染症”をテーマに感染免疫内科の医師３名で話をしまし
た。海外渡航の際も感染症の予防は大切であり、当院では渡航
前のワクチン接種も積極的に行っています。このことも市民医療
懇談会で紹介しました。
皆さんの誰もがかかる“感染症”から皆さんを守ることを目指し
て感染免疫内科一同がんばって参ります。ご相談などあれば気
軽に声をかけて頂ければ嬉しく思います。どうぞよろしくお願い致
します。

感染免疫内科のご紹介
　　　　　　　　　　　　      診療科長　四柳 宏
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いきなりですが、医科研病院に新しい放射線治療装置が導入さ
れます！現在当院において稼働している放射線治療装置（Elekta 
Precise Treatment System）は、当院が現在の病棟に移転した
2004年より稼働しており、長らく当院の診療を支えてきてくれました。
しかしながら人間が年をとって体の関節などが痛くなるのと同様に、
機器も老朽化によりどうしても機能が徐々に落ちてきてしまいます
し、故障がちになります。そこでついに新しい放射線治療装置
（Elekta InfinityTM）を導入する運びとなり、来春より稼働する予
定です。

一般的に機械が新しくなれば新しいことができるようになります
が、放射線治療装置についても同様です。そうなるとこの医科研病
院内にても新しい用語が飛び交うようになるわけですが、放射線治
療の新しい技術は英文字の略称が呼ばれることが多く、一般の方
には馴染みがないと思われます。今回は最近の放射線治療の代表
的な手法について紹介したいと思います。

IMRT（Intensity Modulated Radiotherapy：強度変調放射線治療）
古典的な放射線治療は、複数方向からボックス型の放射線を当

てて、目標とする部位に高線量の放射線を集めようとする方法でし
た。画像で示しているのは昔の前立腺癌への放射線治療計画画
像ですが、前立腺に高い放射線量を集められているものの、そのす
ぐ背側にある直腸にも比較的高い線量が当たってしまっていること
がお分かりになると思います。

 その後、マルチリーフコリメータ（MLC：Multi Leaf Collimator）
と呼ばれる数ミリメートル幅の金属の板を用いてより複雑な照射野
（放射線を当てる領域）を作る三次元原体照射が主流となりまし
た。この三次元原体照射をさらに進化させたものが、IMRT（強度
変調放射線治療）となります。どのように当てる放射線の強さを変え
ているかというと、三次元原体照射ではMLCを用いて一定の照射
野を作った後はその形のまま放射線治療を行いますが、IMRTで
はMLCを照射の最中にも動かすことで、一つの照射野の中に放射
線の多く当たる部位と少なく当てる部位を作り出しています。その結
果、こちらの画像は肝細胞癌
への放射線治療計画画像で
すが、病変部から離れるとど
んどんと放射線量が減る（つ
まりは病変に集中的に放射線
を当てれている）治療が実現
するようになりました。

VMAT（Volumetric Modulated Arc Therapy：強度変調回転放射
線治療）
VMATは前記のIMRTをもう一段階進歩させたものとなります。

英語の表記は正直何を表しているのかがわかりにくい名前ですが、
日本語名を見ていただくと容易に簡単に想像がつくと思われます。
そうです、IMRT + 回転です。IMRTでは多方向から照射するに
あたり、装置を治療位置まで移動しその場所で装置を固定して放
射線照射をするという一連の行動を繰り返し行います。それに対し
て、VMATではそのように装置を固定して放射線治療を行うので
はなく、装置を回転させながら放射線を照射しますので、より短い時
間で治療を受けることができます。

IGRT（Image Guided Radiotherapy：画像誘導放射線治療）
今まで説明してきたIMRTやVMATと言った複雑な放射線治

療は病変への放射線の集中性が高まっているため、仮に治療を計
画した時と実際に治療を行う時で患者さんの体の向きや位置など
が異なりズレが生じてしまうと、病変部に本来当てるべき放射線を当
てれないという事態が起きかねません。そのためにこのIGRTがあ
り、その名前の通り画像情報を用いて位置合わせを行う技術を指し
ます。実際には患者さんが治療の寝台に寝ている状態でX線撮影
やCT撮影を行い、その画像から骨や臓器の位置を把握し、寝台を
正しい位置に移動させます。

いかがでしたでしょうか？複雑な名前のものが多いですが、いず
れも病変部に高い線量を当てつつ、その周囲正常組織への放射
線量を減らそうとする技術であることがお分かりになられたのでは
ないでしょうか。新しく稼働する放射線治療装置を用いて、患者さん
により安全で効果の高い治療を提供していきたいと考えております。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

治療のトピック
新しい放射線治療装置が導入されます　
　　　　　　　　  放射線科　部長　赤井 宏行
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このたび、令和6年4月1日より吉井
栄子前看護部長の後任として看護
部長を拝命いたしました小粥 美香
（こがゆ みか）と申します。歴史と伝統
をもつ病院で責任ある役職に就くこと
となり、大変光栄に思っております。
着任に際し、まず、先の能登半島

地震で犠牲となった多くの方々のご
冥福をお祈りするとともに、被災され

た方々に心からお見舞い申し上げます。ご親族や友人が被災さ
れた方々のご心痛もいかばかりかと思います。そして、被災地の
復興に力を注いでいる方 に々心より敬意を表したいと思います。

私は、昨年度まで当院の看護師長として勤務しており、勤務も
20年をこえてまいりした。20年の勤務で、病棟・外来・手術室など
多くの場所を経験できたことは、私にとって大きな財産になってい
ます。多くの経験をさせていただいている中で、特に感染症に興
味を持ち学ぶ機会もいただき、ここ10年ほどは病院の感染制御
部で感染担当看護師も兼務しておりました。その時代に応じて啓
発や対策をおこなってきましたが、ここ５年間はCOVID-19の対応
であっという間に過ぎていきました。
昨年の5月よりCOVID-19が5類感染症に分類されて、世の中

に少しずつ日常が戻り、観光客も増えてきました。病院も同じ時期
より徐々に制限が緩和され、以前に近い診療になってきました。こ
の５年間、多くの患者さんやご家族にはご不便をおかけしました。
皆様のご協力により診療形態を縮小することなく維持できたの

はとてもうれしく思っています。
当院の職員が安心して業務にあたることができた要因の一つ

に、東京大学医科学研究所の協力があります。早期にサージカル
マスクの有用性、消毒方法の情報や物資不足時の提供など多く
の協力を頂けたことが、病院だけでなく医科学研究所一丸となっ

 て乗り越えることにつながったのだと思います。また、近隣の皆
様より温かい励ましのお言葉、マスクなどの衛生材料の提供、レス
トランからの食事の提供など多くのご支援・ご協力を頂きました。こ
の支援に私ども職員は先の見えない中で、力となり頑張ることが
できました。こころよりお礼申し上げます。

当院は、先端医療を開発し実践する使命をもつとともに、地域
住民の健康を守る一般病院としての機能も合わせもっています。
今後もCOVID-19のような危機がおきても医療を止めることなく提
供することで、この地域に貢献したいと思っています。

1号館入口のステンドガラスを見上げると医科研の歴史を強く
感じます。歴史に恥じないよう看護師ひとりひとりが学び続け、疑
問を持ち考え検索し、やってみる。力を合わせ、力を引き出す、誇り
を持つことを大切にしながら、患者さんに寄り添った看護を実践し
「看護の力でアウトカムに差を出す」ことを目指してまいります。

看護部長としていっそう看護の充実を図るため、看護師教育
の充実、職場環境の改善に努めたいと思います。どうぞ、忌憚な
いご意見、ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

（↘）

（↘）

東京大学医科学研究所附属病院・ご利用案内
診　療　科
内　科（総合、血液腫瘍、感染症、アレルギー・免疫、消化器）
外　科（一般、腫瘍、消化器、乳腺）、整形外科（関節）
脳腫瘍外科、放射線科、麻酔科、遺伝相談

外来診療日
月曜日～金曜日（祝日および年末年始を除く）
診療受付時間
　８：３０～１１：３０（初診・再診）
１２：３０～１６：００（再診のみ）
※予約時間の１５分前までに受付にお越しください。
（ 確実にご受診いただくために、ぜひ予約をお取りください ）
予約専用電話（予約受付および変更）
　診察：０３－５４４９－５５６０
　検査：０３－５４４９－５３５５
　受付時間　８：３０～１７：００（外来診療日のみ）
アクセス

東京メトロ南北線・都営地下鉄三田線で「白金台駅」下車
JR 山手線目黒駅東口から都バス品93大井町競馬場行で「白金
台駅」下車、
あるいは都バス黒77千駄ケ谷行か橋86新橋駅行で「東大医科研
西門下車」、
または駅より歩いて約15分、タクシーで約５分（１メーター）
JR 品川駅から都バス品93目黒駅行で「白金台駅」下車
東京メトロ日比谷線広尾駅から都バス広尾橋から黒77
または橋86目黒駅行で「東大医科研病院西門」下車

東京大学医科学研究所
附属病院
表門より200m
西門より250m

◆病院からのお知らせ◆
●臨床検体の取扱いにつきまして
　当院での保存・追加採取検体を用いた臨床研究名を
お知りになりたい方は
　http://www.ims.u-tokyo.ac.jp/imsut/jp/research/sample-information.html
をご覧ください。

看護部長就任にあたって
　　　　  　　　　　　 看護部長　小粥　美香

なんでも・ひろばなんでも・ひろば

医科学研究所は明治39年に現在の地に新築されましたが、当
時は“国立伝染病研究所”と呼ばれていました。昭和42年に“医
科学研究所”に改組され、附属病院が誕生しました。感染免疫内
科が内科から独立したのは昭和56年です。その後現在に至るま
で感染症は当院における診療の柱の一つです。
感染症を起こす微生物は細菌・ウイルス・真菌（かび）・寄生虫な
ど様々です。感染免疫内科の設けられた頃はさまざまな細菌が
問題になっていましたが、昭和60年以来ヒト免疫不全ウイルス
（HIV）感染症が大きな問題になり、当院はその診療に全国に先
駆けてあたってきました。
感染症やその原因となる様々な微生物の研究者が医科学研
究所には数多くおられます。これまでも研究所と病院が協力して
診療・研究を進めてきましたが、その経験は新型コロナウイルス感
染症（COVID-19）の診療に生かされました。患者さんの診療に

役立つ研究・検査の開発・臨床試験などが多くの人の協力で
進みました。医科学研究所附属病院では現在まで1000人近くの
患者さんを受け入れましたが、これまで外来・病棟を閉鎖すること
なく診療を続けることができたのは患者さんたちを含めた病院の
皆様の協力のおかげと深く感謝しています。
COVID-19の流行は感染症の予防、ことに予防接種（ワクチ
ン）の大切さを私たちに改めて教えてくれました。また、子宮頸が
ん、肝臓がんなどは、ワクチンによる感染予防ががんの予防にもつ
ながる病気です。６月20日の市民医療懇談会では、“がんを引き起
こす感染症”をテーマに感染免疫内科の医師３名で話をしまし
た。海外渡航の際も感染症の予防は大切であり、当院では渡航
前のワクチン接種も積極的に行っています。このことも市民医療
懇談会で紹介しました。
皆さんの誰もがかかる“感染症”から皆さんを守ることを目指し
て感染免疫内科一同がんばって参ります。ご相談などあれば気
軽に声をかけて頂ければ嬉しく思います。どうぞよろしくお願い致
します。

感染免疫内科のご紹介
　　　　　　　　　　　　      診療科長　四柳 宏

（↗）

（↗）


